
外国学生用 目本語教科書

『分野別用語集』の語彙

野 村 雅 昭 ・山 下 喜 代

1.『 分 野別用語 集』 の目的と性絶

早稲 田大学 日本語研 究教育セ ンターで は,1996年3月 にr外 国学生 用

日本語教科書 分 野別 用語集』(以 下 で は 『用語集』 と略称)を 刊 行 した。

この 『用語集』 は,中 級以上の日本語 学習者 の語彙力 ・表現力 の伸長 を 目

的 として編集 され た ものであ る。話 題(ト ピック)に よって分類 され た30

の分 野(課)別 に,そ れぞれの話題 と結びつ く見出 し語 が,小 トピックご と

にグループ として掲げ られ,必 要 な語 には短 文 に よる用例 が付 され て い

る。 また,ト ピックによって は図版 を掲 げ,理 解 の助 けとしてい る。

この種 の教材 としては,初 級学習者 を対象 としたものが幾 っか出版 され

てい る,そ の中には,図 版 を中心 とした もの も少 な くない。 しか し・.中級

お よび上級以上 の学習者 を対象に した ものは,そ う多 くはない。その理 由

は幾っか考 え られるが,主 なもの としては,こ の レペル の学習者 が必 要 と

す る語彙 は,少 な くとも5千 語 を超 え ることが挙 げ られ る。 また,上 級

レベ ルに進 むにつれ て,学 習者 それぞれの学習 目的 が絞 られ て くるた め,

そ れぞれの必要 とす る語彙 は多様化 する。それ らの うち,共 通 度 の高 い語

彙 を選ぶ ことは困難 な作業 である。 しか も,そ れ を一冊 の教科 書 として編

むことには,教 授上 か らも,出 版 ・印刷上 か らも難 しい問題 が存在 す る。

本 センターでは,そ のよ うな問題意識 に基 づ き,種 々の観点 か ら検 討 を

行 い,い わゆ るテキス トではなく,ハ ン ドプ ック的 な教科書 を作成 す るこ

一95一



とにした。すなわち,教 室で指導者の助言のもとに必要な単語 を探した

り,そ れ と類義の単語の存在にも気づかせた りすることを意図 している。

それも,単 なる語彙 リストではなく,限 られた紙幅の中で,学 習者に何 ら

かの情報 を与えることが必要である。また,学 習者が個人で学習するとき

に机辺に置き,参 照できることを考慮 した。

そのような目的にかな う教科書 を編集するため,本 センターに設けられ

た 「中級教材研究会」の語句 ・漢宇部会では,デ ータの収集を行 うととも

に,数 年問の検討 を経て,1994年3月 に,ま ず 『用語集』の 「試用版」

を作成 した。そして,実 際に教室で使用 した経験に基づき,さ らに検討を

加え,修 正を施 し,一 昨年に 「本版」 を刊行 した。刊行後も収録 した語彙

の分析を続け,そ の作業は,現 在 「語彙データベース研究会」に引き継が

れている。

本稿は,こ のような性格をもつ 『用語集』に収録 された語彙について分

析した結果を報告することを目的 とする。報告の内容は,語 彙論的な分析

と日本語教育の観点からの考察が中心 となる。

試用版 の企画 ・執筆は,専 任研究員の鈴木義昭,中 村明,野 村雅昭,細

川芙雄,森 田良行,助 手の木村義之(現 十文字女子短大専任講師),山 下喜目

代(現青山学院大専任講師)が担当 した。本版の加筆 ・編集 ・刊行は,野 村

と山下が当た り,助 手の小出美河子,田 中妙子が作業を助けた。本稿は野

村 と山下が執筆 し,デ ータ分析の基礎資料の作成には,・語彙データベース

研究会の小出と田中が協力 した。

2.語 彙量の概観 と用語の定義

以下で分析の対象 とする語彙量 は,r用 語集`の 本文でr見 出し語」 と

して提出された語および索引(見出 し語索引1こ とわざ・慣用句索引)に掲

げた語 に関する集計結果である、見出 し語 とは,編 者が中 ・上級の学習用

語として選び,意 図的に提出したものである。したがって,見 出し語 を中

心 とする語彙量の分析 は,い わゆる計量語彙論的なそれではない。例え
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ば,「 これ」「その」 「す る(為 る)」 「決 して」 の ような基本的 な語 は,例 文

の中には しば しば出現す るが,見 出 し語 としては提 出せ ず・索 引 には採 ら

なかったの で,対 象 か らは除 かれ る。 た だ し,「 かれ(彼)」 「そ ろ う(揃

う)」「突然」 のよ うな語 は,見 出 し語 として は提 出 していないが,索 引 に

は掲げてある。これ らの語 は,そ のよ うな区別 をして,分 析 の対象 とす る

ことがある。

見出 し語 の中 には,2つ 以上の分野(課)で 見出 し語 として出現 す る もの

がある。例 えば,「 魚 屋」 は,〈1.食 物>と 〈12.職 業 ・仕 事〉の2課 で見

出 し語 とな って い る。 この ような揚合,索 引で は1か 所 に示 され て いる

が,そ れぞれ の課 で は各1回 出現 した もの とす る。単 に,見 出 し語 とい

うときは,前 者 の 『用語集』全体 で出現 した語 の種類(異 な り数)を 問題 に

す る揚合 を指す。

また,「 故郷(こ き ょう)」 は,『 用語集 』全体 では,5回 出現 す る。 その

うち,見 出 し語 として出現す るの は<26,地 理 ・場所>だ けで,他 の4か

所 では例文の中の用語 として出現 してい る。 このよ うな場合,見 出 し語 と

しては1回 と数 え,出 現語数 として は5回 と数 える。 これ を総語数 と称

するこ とにす る。目ただ し・例文に しば しぱ出現する語 は,す べ て を索 引に

示 していない ので,総 語数 はいわ ゆる延べ語数ではない。

以 上の考 え方 で,『 用語集』 に出現 した 「見出 し語」 と 「慣用 句 ・こと

わ ざ」 を整理す ると,下 記 のよ うにな る。

異 な り数 総 語 数

見出 し語,6,54613,5研

慣 用句 ・こ とわ ざ417441

す な わち,「 見出 し語 」 と 「慣用句 ・こ とわ ざ」 を合 わせ ると,七 千 語

近 くの単語 がこのr用 語集』 では,提 出 され ていることにな る。 また,例

文 中に のみ 出現 す る単語 の異 な り数 は約1,500な の で,こ の 『用語 集』

には慣用句 を含 め約8,500語 が収 め られ てい ることにな る。語数 の上 か

らだけ言 えば,上 級学習者用の教科書 としては,十 分な量 に達 してい る と

一97一



見 られ る。

以 下では・上 の 「見 出 し語」 を対象 と し,そ の内容 について分析 を行

う。「慣用句 ・ことわ ざ」 は,差 し当た9,除 くことにす る。見出 し語 の

中にも,慣 用句 に相 当す るものが含 まれ るが,そ れ を語構成 の面 か ら問題

にす る揚合 は 「連語」 として扱 う、

各分野(課)別 の出現語数 は,次 の ようになっている。

見出し語数(総語数)

L食 物

2.衣 服

3,住 居

生 道具

5.施 設 ・機関

6,交 通

7.通 信 ・報道

呂.人 物

9.親 族

10.行 事

1L教 育

12.職 業 ・仕事

13,生 産 ・産業

14.経 済

15.政 治

386(501)

171(329)

1ヰ6(265)

215(373)

153(215)

163(322)

83(219)

565(752〉

107(169)

158(198)

2`ト0(386).

210(342〉

169(342)

479(762)

232(356)

見 出 し語 数(総 語 数)

16.法 律146(342)

17・ 趣 味189(424)

19・ 芸 術195(319)

19・ ス ポ ー ツ145(266)

20.人 体180(638)

21・ 生 理256(594)

22.動 物130(250)

23・ 植 物131(221)

24.物 質155(380)

25.天 体 ・気 象129(295〉

26・ 地 理 。揚 所310(686〉

27.時 間368(803)

28・ 数 量 ・図 形 ・色 彩356(760)

29,心 理 ・感 情403(911)

30.思 考 ・言 語538(11糾)

これ らの分野 は,学 習者 の興 味 を引.きやす く,単 語 の意味的 な集合 とし

て意識 す るのに無理 のない トピックを選 定 して決 めたもの である。そ れ と

ともに,実 際 の授 業 でなるべ く1課 の学習 に要す る時間 を一 定 に したい

とい う要求 もあった。 しか し,そ の両方 を満 たすのは難 しく,語 数 にかな

りのば らっ きが ある。そ の ことにっ いては,「5.意 味分野 の検討」 で改 め

てふれる ことにす る。
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3、 見 出 し語 の属性 による分析

3。1品 詞別構成比

このr用 語集』 に出現 した見出 し語 を品詞 別 に示 したのが,表1で あ

る。ここでい う品詞 は,い わゆる学校 文法の品詞 を指す 。代名詞 は・名詞

とは区別 した。造語成分 には,狭 義 の接 辞が含 まれ る。連語 は,慣 用句 を

含 め,2語 以上の結合体 で ある。

合計数 が先 に示 した見 出 し語 の異な り数 であ る6,546語 と一致 しな い

のは,例 えば,上 で は1語 と した 「自然 」 をこ こでは名詞 と形 容動 詞 の

双方 に,あ るいはrあ い に く」を形容動詞 と副詞 とに重複 して数 えたた め

であ る。また,「 研究」 「成 功」の ようなサ変動詞 の語幹 は,名 詞 と動詞 と

の両方に含 めてある。

全体では,名 詞 の比率 が圧倒的 に高 い。この種 の意味分類体 の語彙教 科

書で は,ど うしても名詞 中心 の分類 にな りがちである。 しか し,こ の教 科

書 では,で きるかぎ り名詞 と関係 の深 い動詞や形容詞 を採 り上げ るこ とに

努 めた占その結果 は,表1の 比率 にも表 れている。一般 の国語 辞典 の見 出

し語 の比率 は,次 ぺ一ジに示 す通 りで あるが,そ れ と比べれば,こ の 『用

表.1見 出し語の品詞別構成比

異なり数(百 分比)

名 詞!5,538(舛.9)

代 名 詞i16(02)1

副目 詞169(0・9)

1連 体 詞!3(0・1)

動 詞!1,135(15、4)

!形 容 詞1170(2,3)

形容動詞181(2,ヰ)

造語成分1242(3,3)

連 語35(0.5)
j

計7,389(100.0)
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語集』 の特徴 はよ くうかがわれ ると見 られ る(数 字 は百分比)、

名詞 一82.8動 詞 一9.3形 容 詞 一L1形 容 動詞 一2.0副 詞 一2.4

(『新 選国語辞典(第7版,1994)』 に よる)

例 えば,こ の教科 書 では,〈22.動 物 〉の[7.動 物 の動 作]で,「 歩 く」

「走 る」「駆 ける」「跳ぶ」 「跳ね る」「飛 ぶ」「泳 ぐ」「は う」 の8語 を見出

し語 として掲 げ,「 つぱ め 、〆とんぼが飛ぶ 。」 の よ うな例文 を添 えた。 これ

に より,動 物名 と移動動詞の関係 が 自然 に理解 され ることを意図 したわ け

で ある。 あ るい は,r決 め る」 の よ うな抽象 的 な意 味 の動 詞 は,く16.法

律 〉の[1.規 則]で,「 規則」 「ルール」「決 ま り」 な どの名詞 と関連 して学

習 させ る ことに した、あわせて,「 決 める」の例 文 には,r… を決 める」 と

い う形 で,「 方針」「計画」「態度」 な どの抽 象的 な意味 の名詞 と共起す る

ことに注 意 を促 した・これ らの名詞 は,上 級学習者 には習得 が必至 の単語

であるが,ト ピック別 の構成 では提出 しに くい ものである。

この教科 書の もう一つ の特徴 は,造 語成分 を積極的 に採 り上げた ことで

ある。上 記 の国語辞 典 では,造 語成分 ・接頭語 ・接 尾語 を合 わせた語数

は,869語(L1%)で あ るが,こ の 『用語集 』 では,比 率 の上 でそれ を上

回 ってい る。造語成分 は,次 のよ うな形で提 出 されている。

〈一的>女 性 的一男性的 積極的一消極 的 活 動的 開放的

く一製〉

く一傷>

<木 一〉

<半 一>

(〈8.人物>の[6,態 度 ・性格])

作製 複製 精製 既製 特製 木製 外 国製

(〈13.生 産 ・製造〉の[3.工 業 ・鉱 業])

かす り傷 擦 り傷 切 り傷 生傷 古傷

(く21.生 理 〉の[6.病 気 ・治療])

木 立 木の葉 木 の実

(〈23.植 物 〉の[4.木 ・樹 木])

半 年 半 月 半 目 半世紀

(〈27.時 間〉の[2。 年 ・月 ・週 ・目])

これ らは,狭 義 の造語成分(語 基)に とどま らず,接 辞や単語 を含 むもの

で ある。 この よ うな造語力 の強い単位 を採 り上 げるこ とによ り,た だ単語
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を覚 えるのでな く,そ れ を含 む一群 の語 を理解 す る手掛 か りを与 える こ と

が可能 になるはず である。ただ し,純 接辞 的 な 「無 て」「一化」 「一さ」 な

どは,こ の 『用語集 』では見出し語 とす るこ とがで きなか った。

連語 はきわ めてわずかだが,上 の集計 で は,「 もラ少 し」 「若 い者」 の よ

うな ものに限 ってい る。 また,「 慣用句 ・こ とわざ」 に掲げ た ものは,集

計 か ら省 い てある。例 えば,「 あっ とい う間」 「間が もたない」 は 「慣用

句 ・こ とわ ざ索 引」 にあ る。ただ し,「 間 を置 いてか ら話 しだす 。」 とい

う例文 中の 「間 を置 く」 は索 引を作 る際 に,「 問」「置 く」 として処理 した

ので,連 語 に も慣用句 に も含 まれ ない。 この種 の慣用句 に近い連語 を含 め

れぱ,こ の教科書 の連語 は もっと多数 に上 るはずで ある。

「代名詞」「連体詞」 「副詞」 は
,少 数 であ る。 また,い わゆる十 品詞 の

内 の 「接続詞」 「感 動詞」 「助 動詞」 「助 詞」 は,表1に は ない。 これ ら

は,こ のr用 語集』 のよ うな トピックによる分類 体の本 では,見 出 し語 に

立 ちに くい ものである・これ らの内の主な ものは,す でに初級段 階で提 出

され てい ると見 られ る。 また,中 ・上級 に相当す るものは,別 途 の方 法で

提 示する ことが効果 的 であると考 えられ る。

3・2語 種別構成比

次 に,こ の 了用語集』 の見出し語 の語種構成 について検討す る。語種 と

は,単 語 の出 自による区別 である。漢語 には,中 国か ら流入 した もののほ

か,そ れ にならって作 られ た 日本 製 の音読語 も含 まれる。混種語 は,「 荷

物 」「消 しゴム」な ど,2種 以上の異 なる語種 か らな る合 成語 であ る。表

1でr連 語」 と した ものは,表2で は除 かれて いる。

見出 し語 り語種別構 成比 は,次 ぺ一 ジの表2の 通 りであ る。漢語 が半

数以上 を占め,和 語 がそれに次 ぐ。この両者 で85パ ー セ ン ト以 上が 占め

られ,外 来語,混 種語 の比率 は小 さい。

これ を,各 種 の文章 の語種構成比 と比べ てみ ると,次 ぺ 一 ジの表3の

よ うにな る・数字 は,異 な り語数 の百分比 で示 した。合計 が100パ ー セ

ン トにな らない ものは,そ の調査 の集計法 によるためで ある。文 章 のジャ

ー101一



表2見 出し語 の語種別構成比

1異 なP数(百 分比)

和 語2,008(30.8〉

漢 語 3,632(55.8)

外 来 語 552(8.5)

混 種 語 319(4.9)

計 6,511(100.0〉

ンルの下 に添 え られた数字は,調 査対象 になった文章 の発行 年次 〔西暦)で

ある。ジャンル は,漢 語 の構成比 の多 い順 に,左 か ら右 へ並 ぺてある。

これ らは,調 査 の年次 も,調 査単位 もそれ ぞれ に異 な り,簡 単 な比較 は

難 しいが,お お むね,話 しことば よ りも書 きこ とば のほ うが漢語 の比率 が

高い ことがわかる.ま た、若年層 よ りも高年層 のほ うが漢語 を多 く使 うこ

とが,一 般人 よ りも知的職業 に従事す る人 のほ うが,漢 語や外 来語 を多 く

使 いそ うな こ とが読 み取 れ る。 国語 辞典 は,そ れ らを総合 した存在 とし

て,も っとも漢語 の比率 が高い ことを特徴 としている。

この結果 を表2の 『用語集 』 の構成 比 と比べ る と,興 味深 い事 実 が導

き出 される。まず,こ の教科書 の漢語 の構成比 は,こ れ らの どの調査 より

表3各 種文章の語種構成比

国 語 辞 典:雑 誌 知識人の会話 児 童 読 物

(1969)(1956)(1979〉(1ウ78)

テ
(,魂調

斜 目口 」',二 」0、 u.フ

漢 語 52.9 ヰ7.5 40.0 29.7 21.5

、外 来 語 7.8 9.8 10.1 4.0 3.5

混 種 語 2.2 6,013・Oi2・31 10.O

和 …輩371 367 46.9 64.0 61.3

上の引用の典拠 となった文献略称(詳細は稿末文献一覧参照)

国語辞典一 さねとう(1973)

知識人の会話一 野元(1囎0)

テ レビー 国立国語研(1995)

雑 誌一 国立国語研(1964)

児童 読物一 野村 ・柳瀬(1979)
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も高 く,国 語辞典よりも大きな値を示 している。これは,編 者が語彙 を選

定する際に,上 級学習者を念頭に置いていたことを意味する。普通の会話

にはほとんど不 自由がなく,読 解力,文 章表現力 をつけることを望む学習

者にとって,そ の基礎 となる語彙力の充実は,漢 語を主体 とする書きこと

ばの語彙の習得にほかならない。そのような要求 を,私 たちが意識的にあ

るいは無意識的に受け入れた結果がこの数値に示 されていると見られる。

そのことは,『 用語集』 の語種構成比が,同 じ話 しことばの調査 でも,

テレビのことばよりも 知識人の会話に近い値を示 していることとも関係

する・この知識人とは日本語教育関係者や言語研究者で・学習者が接す る

指導者層の言語 を反映 している。日本語の授業であると否 とにかかわ ら

ず,大 学の構内で学習者が耳にする日本語の実態は,一 般人のそれ とは異

なるものであることを,表3の 数字は物語 る,例 えぱ,外 来語の割合は,

テ レビのそれに比べ,知 識人の会話では高い。r用 語集』の外来語の比率

が高いのは,日 本語学習者が悩みとする外来語の習得 に手掛かりを与 える

ものである。

ただし,上 の結果 を反省的に眺めるならば,漢 語の比率がこれほど高 く

てよいのかとい う疑問がある。次項(3.3)で 分析するように,漢 語 のほと

んどはいわゆる二宇漢語であ り,こ の中には上級学習者にも程度が高すぎ

るものがないとはいえない。そのことには試用版の段階で気づき,か なり

の単藷を本版では削除したのであるが,な お検討の余地があることを上の

数字は物語っている。

3,3語 構成単位別構成比

次に,「 見出し語」を語構成単位から見た揚合の分析 を行 う。見出 し語

を 「単純語」「複合語」「派生語」に分け,そ れぞれを語種別に示したのが

次ページの表4で ある。表1で 「造語成分」「連語」 としたものは,表 尋

では除いてある、漢語の中には,r積 極的」「不景気 」のように接辞 を構成

要素 とする派生語も含まれるが,字 音形態素を語基 と接辞に区別するのは

ここでは意味がないと思われるため,す べて複合語 として集計してある、
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表4見 出 し語の語構成単位別構成比

一 -和 一レ
_・

1,157鞭 烈(蹴

漢

124

(3.6)

外 来 語 混 種 語

477

(88.5)

甦一
1,758!

(28,0)

7181i複讐(馨

諜諸脇1

3,329

〔96.4)

62

(11.5)

2774,386「

(87.4)(69.8)目

40B8
(12.6)(2,2)

3,453

(100.0)

539

(100.0)

3176,282

(1DO・0)1(肌0).

見出 し語が単純語 で提 出 され るか合成語 〔複合 語 ・派生語)で 提 出 され る

かは,語 種 によってかな りの違 いが ある。和語 は,半 数以上が単純語 であ

るが,合 成語 も40パ ーセ ン ト強 を占める。それ に対 して,漢 語 は大部分

が合成語(複 合語)で あ る・「愛」「鉄」 「門」 な どの単純語 は,5パ ー セ ン

霞こも満 たない。それ と対照的 に,外 来語 は90パ ーセ ン ト近 くが単純語

である。合成語 には 「テニス コー ト」「ホーム ドラマ」 のよ うな単語 が含

まれるが,数 は多 くない。混種語 は複合語 として採 り上げ られ るものが多

いが,「 愛す る」 「感 じる」「ふ ま じめ」の よ うな派生語 も少数含 まれ る。

全体 と しては,複 合語 が70パ ーセ ン ト弱 を占めている。その内訳 を示

したのが次ぺ一 ジの表5で ある。丁 …単位語 」の よ うに示 したの は,形 態

素 〔単語 を構成 す る,意 味 を有す る最小単位)の 数 による区分である。

漢語 は,全 体 の約4分 の3を 占め るが,そ の更 に4分 の3強 を2単 位

語 が占めてい る。2単 位 語 とはすなわち二字漢語 の ことであるか ら,全 見

出 し語 の約58パ ーセ ン トを二 字漠語 が 占めてい るこ とになる。先 に,語

種別構成比 の分析 で漢 語 の割合 び大 きい ことを指摘 したが,そ れ を語構成

の面か ら説明すれぱ,2字 漢 語が占める比率 が高 い とい うことになる。そ

のことのよ しあ しは別 として,中 級以上 の学習者 に とって,漢 語特 に二宇

漢語の習得 が量的 に も問題 となることを意味す る もの と言 えよ う。

3単 位語 は,や は り漢語 が多 い。「小学校」 「自動 車」「地下鉄」 などの
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表5複 合語の内訳

和 語 漢 語 外 来 語 混 種 語 計

2単 位語
692

(96.4)

2,558

(76.8)

61

(98,尋)

148

(53.4)

3,459

(78,9)

ヒ
3単 位語!

26

(3,6)

556

(17.6)

】

(1,6)

105

〔37.9)

7181
(16.3)

14単 位語 一

　

152

(4.6)

一

一

19

(6.9)
171

(3.9)

I

l5単目 位

以上の語

一

一

33

(1.O)

一

一

5

(1.8)

38「
(0.9)!

1計
71S

(100.0)

3,言29

(100.0)

62

(100,0)

277

〔100,0)

4,386

(100.0)

基 本 語 渉含 まれ るためである。3単 位 語では,混 種語 もやや多 くなってい

る。 これは,「 誕生 日」「運動靴」「研究 セ ンター」 な ど,二 字漢 語 を含 む

もの が多 いためで ある。尋単位以上 の語 では,漢 譜 の割合 が一層 高 くな

る。「健康保 険」 「専門科 目」 「・唐報化社 会」「政治経 済学部」 な どの語 は,

学 習者 に とって・やは り基本語 に近 い ところに位置 するものだろ う。

4・ 基本語彙 との対照

以上 の単語 の属性 に関す る分析 とは別 の観点 か ら,次 に 『用語集』 と日

本語学習 のための基本語彙 との共通度 につ いて眺 めるこ とにす る.。こ こで

比較 の対象 とす る基本語彙 として採 り上げ るのは,国 立国語研究所 日本語

教 育セ ンター が 『日本語教 育のための基本語彙 調査』(198斗)で 選定 した

「基本語二千」「基本語六千」 と称 されるものである
。この 「基本語」 で示

され ている語 は,「 専 門科 目」 を 「専 門」 と 「科 目」 に分 ける よ うな,い

わゆる短い単位 であ る。 したがって,そ れ らの短 い単位 を組み合 わせ て形

成 され る複合語 は非 常 に少 な くなってい る、 これ に対 して 『用語集 』 は

r意 地悪 」r遊 び相手 」r甘 酸 っぱい」r言 い聞かせ る」r医 療費」r援 助物

資」「悪戦苦闘」な ど,積 極的 に複合語(合 成語)を 収録 して いる。そ のため

『用語集』 と 「基 本語 」 とに共通す る語 を調 べ ると
,そ の割合 は次ぺ一 ジ

ー1〔〕5一



表6語 種別に見たr用 語集』の語彙のr基 本語」との共通度

基本語二千と共通 基本語六千と共通

和'語 596(46.1) 1,147(36.7〉

漢 語 485(56.3) 1,472(45.6)

外 来 語 37(72.5)168(53.8)i

混 種 語 26(59.1) 87(39.4)

計 1,143(50.8) 2,874(41.8)

の表6に 示す よ うにあま り高 くはな い。共通 す る語 数 は 「基本語二 千」

で約50パ ーセ ン ト,「基本語六千」 では40パ ーセ ン ト余 りである。

共通度 が低 い も う一つ の理 由は,『 用語集』 が学習対象者 を中級 ・上級

者 としているこ とによる。そのために,初 級段階で既 に学習 した と思 われ

るご く基本的 な語彙 は・積極的 には収録 されてい ない。 さ らに,r2・ 語 彙

量の概観 と用 語 の定義」 で述べ た よ うに,『 用語集』 が意味分 野別 の用語

集 で,分 野 によって収録語数 に偏 りがあることも共通度が低 くなっている

理由 と考 え られ る。上級学習者 を意識 した分野 では,か な りの語数 のやや

専門的 な単語 が収録 されているか らである。

表6で は,和 語 と漢語 が大部 分 を占め,和 語 よ りも漢語 のほ うが大 き

な比率 を占めている。その ことの意 味す るものを確 かめるために,『 用 語

集』 とr基 本語二千」お よびr基 本語六千」 との語種構成 比 を比較 してみ

る。それぞれの語種別語数 とその比率 を示 したのが表7で ある。

「基本語二千」 「基本語六千」 と比較 して,『 用語集』 の特 徴 として挙げ

られ るのは・.和語 の比率 が低 く・漢語 の比率 がかな り高い ことである。一

般 に,基 本的 な語彙 には和語 が多い と考 え られ る。それ を裏書 きするよ う

に,「 基本 語二 千」で は和語の比率 が高 く,漢 語 を上 回 っている。 それ と

比べ る と,「 基本語六千」 では和語 と漢語 の比率 はほぽ等 しく,わ ず かな

が ら漢 語 の占め る割合 が大 き くな ってい る。『用語集』 においてはそ の傾

向力～さらに顕著 で,漢 語 の比率 が和語 を約25パ ーセ ン ト上回 る。それ と
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和

「
漢

表7P用 語集』と 「基本語」の語種構成比の比較

用語集 藷 蔑 禾語六千
言吾2,029(31,0)1,293(57.5)3,122(45,4)

語3・632⊂55・5)861(38・3)13・225(46・9)

外 来 語 552(8.4) 目51(2.3〉 312(4.5)

混 種 語 333(5.1) 44(1.9) 221(3-2)1

計 6,546(100,0) 2,249(100.0) 6,880(100.0)1

ともに,外 来語や混種語 の比率も高 くなっている。

このことは・いわゆる基本語彙 と教科書 との問には,収 録 される語彙の

内容に違いがあることを推測 させ る。山下喜代(1993)は,3種 類の 目本

語教科書 を取 り上げ,各 教科書における語種別出現語数 と比率 を調査 して

いる。表8に その結果を示す。

この日本語教科書の調査は,学 習対象者の異なる教科書を取 り上げ,語

彙について語種別の出現状況の特徴 を明 らかにしたものである。これ らの

教科書 と 「基本語六千」 を比較すると,す べての教科書で和語の比率が小

さく,外 来語 と混種語の比率が大きくなっている。特に,技 術研修生や ビ

表8日 本語教科書の語種構成比

教科書A 教科書B 教科書C

和 語 1,3蚊40,9) 1,279(36.6) 845(43.2)

漢 語 1,504(45.9) 1,703(4呂.7) 807(41.3)

外 来 語 243(7.5) 358(10.3) 175(8.9)

混 種 語 187(5.7〉 154(4.4) 129(6.6)

計 3、2フ4(100.0) 3,494(100.0)1,956(100,0)

調 査 対 象 とな っ た教 科 書(詳 し くは 稿末 を参 照)
A一 名 古 屋 大学 日本 語教 育 グルー プ編rACouτseinMDdemJapa批seVo[.

1～4』

B一 国 際 協力 事 業 団編 ア技 術 研修 の た め の 日本 語1一 軸

C一 目米 会話 学 院 目本 語 研 修 所編 『日本 語 で ビジ ネ ス会 話 初 級 編 ・中級 編 一
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ジネ スマ ンを対象 とした教科書 は外 来語 の比率が高 くなってお り,r用 語

集』の外 来語 の比率 はこれ らの数値 と近い ものになってい る。

漢語 の割合 では,こ れ らの教科書 はr基 本語六千4の それの上下 の値 を

示 してい る。 しか し,い ずれ も 『用語集』の割合 よりは小 さい。 したが っ

て,『 用語集 』 の収録語彙 が漢語 に重点 を置いてい るこ とは,基 本語彙 だ

けでな く,一 般 の教科書 よ りも特徴 的 であることが指摘 され る。

5・ 意味分野の再検 討

r2 .語 彙 量 の概観 と用語 の定義」 で述ぺ たよ うに,r用 語集■ にお け る

分野別 の語数 にはかな りのば らつ きがある。また,見 出 し語 の語種別構成

比におい ては漢 語の比率 が特 に高 い。 これ は,中 ・上級学習者 に とって必

要 と、思われ る語 彙 の収録 を 目指 した ことによるが,『 用語集』 の語彙 の意

昧分布 と語種分布 が,実 際 に どのよ うになってい るのかを検討す る必要 が

ある。ここでは,『 分類語彙表』 を基 にして,『 用語集』の意味分野 を再検

言寸するこ と1こす る。

作業 手順 としては,中 野洋(1996)のFD版 を利用 して,意 味 コー ドを

付与 し分析 した。 中野 の 『分類語彙 表』 は,元 版 の 『分類語彙表』(国 立

国語研究所,1964)を 増 補 した約85,000の 語 彙 を収録 した もの である。

複合語 や一部 の慣用句 も含 まれてお り,多 義語 は複数の意味項 目に配置 さ

れてい る。

『用語集』 の語彙 に意味 コー ドを与 えるに当た り,多 義語 の意味 はその

語 が 『用語集』 の見 出 し語 として掲 げ られた分 野での意味 に限定 して コー

ドを付与す る もの とした。目また,『 用語集』 にお いて複数 の分野 に出現 す

る語 につ い ては,一 っ の意味 コー ドで代表 させ た。同様 に 「はかる(測

る ・量 る ・計 る)」 な どの和語 の語源 を同 じくす る同音類義語 も区別 せ ず

に一つ の意味 コー ドで代表 させ た。r用 語集』 の見出 し語の内,『 分類語彙

表』 に収録 され ていない語 にっい ては コー ド付 げ を行 わ なか った 。 さら

に,「 体 の類 ・用 の類 ・相 の類 ・その他 の類」 な どの品詞性 による分類 は,
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『分類語彙表』 のそれ に従 ったので,「3.見 出し語の属性による分析」で

示 した品詞別構成比と異なるところがある。

以上のよ うな方法でコー ド付けを行 った結果,r用 語集』 に収録す る見

出 し語6,546語 の内,6,083語 に意昧コー ドが付与 された。す なわち,

『用語集』の見出し語の内,斗63語 が 『分類語彙表`未 収録の語であった。

この斗63語 には,以 下のようなものが 目立つ・

[複合語]一 戸建て 着慣れる コピー機 カルチャースクール

[複次結合の漢語]学 園祭 記念写真 就職試験 文学研究科

[接辞性の字音語基を含む複合語]今 年中 ガス代.数 か月

[派生語1妹 さん 先生方 子 どもっぽい 親 しみやすい

[略語]芸 大 工大 通販 各停 部活 短大生 政経学部
が

[字音 造語成分]一 犬 一店 一器 一業 一営 一画

[音韻変化 を伴 う和語 の造語成分]一 ごろ 一どき 一づ よい

【連語]… 分の… 海 の 日 痛 い所

これ らは,『 分類語彙表』 の元版 で収録 され ていないの はもちろん,そ

の増 補版 に も採 録 されていない わけで ある。それは,決 して ア分類 語彙

表』 および その増補版が不備 である ことを意味 しない。その元版 の主たる

資料 になったのは,用 語調査 の短 い単位 に基づ く語彙表 であ った。 したが

って,複 合語や派生語は採 り上げ られに くかった。 また,増 補版 で資料 と

した各種 の辞典 などで も,こ れ らの語 は載せ られ にくい結合形 で ある。 し

か し,日 本語 を学習す る外 国人学生 に とっては,日 常 の生活 で不可欠 な も

のが大部分 を占めてい る。つま り,こ れ らの 『分類語彙表』未収録 の語彙

は,r用 語集』 における語彙選定の姿勢 を反映 したものと言 えよ う。

以 下では,『 分類 語彙表』 に収録 され ている6,083語 に つい て,そ の意

味区分別 の語数 分布 を検討 す る。次ぺ 一ジの表9は ・r分 類語彙表`の 意

味区分 に基づ き,『 用語集』 の語彙 の意味分布 を語種別 に示 した ものであ

る。

大別 す る と,意 味分布 は 「体 の類」5,%0語(86.1%),「 用 の類 」3叫

語(6.5%),「 相 の類」鱈2語(7,3%),「 そ の他 」7語(0.1%)と な ってい
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表gr用 語集』の見出 し語の意味区分別語数と語種の関係
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る。先に示 した見出 し語 の品詞別 構成比(表1)に 比 べ・ 「用 の類」(動 詞)

が減少 して 「体 の類」(名 詞)が かな り多 くなっている。 これ は・ サ変動詞

の語幹 を 「体 の類」 のみ に分類 したこ とによる。

これ を語種別 に見 ると,先 に示 したr用 語集』 の見出 し語 全体 の語種構

成 比(表2)に 比 べ,和 語 がやや多 く,漢 語 がやや少 ない。つ ま り,『 分類

語 彙表』 に掲げ られ てい ない見出 し語 には,漢 語 が多 いことを・ この数 字

は物語 っているこ とになる。 しか し,漢 語 が半数以上 を占めることにかわ

りはなレ㌔

漢語 が多数 を占めるのはr体 の類 」 で,特 に 《1・3人 問活動 》では,全

体 の約3分 の2を 占めてい る。《1、1抽象的関係》《L2人 間活動 の主体》で

も,漢 語 の割合 が大 きい。和語 が漢語 を上 回 るのは,「 用 の類Jと 「相 の

類」 であるが,こ れ は 「用 の類」 には漢語 が有 りえないこ とと,「 相 の類」

では形容動詞 の語幹 に相 当す るもの に しか漢 語 が有 りえない ことによる。

つ ま り,品 詞性 に基 づ く偏 りに原 因がある。

「体 の類」 の中で,和 語 が漢語 をしの ぐのは,わ ずかに 《L5自 然物 ・自

然現象》だけである。 この分野では,地 形名,身 体部位 な どの基 本語 に和

語 が多 いためで ある。外 来語 は,《1・4生 産物 ・用具》でのみ和語 を上回

り,漢 語 に次 ぐ語数 を占めている。

次 に,r用 語集』 の意味分野 と語種別 の語数 を 「基本語六千」 と比較 し

てみ る。 国語研(1984〉 に よる と 「基本語 六千」 の意味 と語種 は次ぺ一 ジ

の表10に 示す とお りである。

「基本 語六千」 では表 に示すよ うに
,「 体 の類」尋,526語(65.8%),「 用

の類 」1,174語(17.1%),「 相 の類 」1,021語(14.8%),「 そ の他」159語

(2.3%)で あ る。『用 語集』 の語彙 は,「 基 本語六千」 と比 べて も,「 体 の

類 」 に偏 ってい ると言 える魁 これ は 「3,1品 詞 別構成比」 で述べた よ う

な,『 用語集』 の性格 や語 彙選定 の方 向性 に よる もの と言 え よう。「用 の

類 」「相 の類 」 に属す るものは,『 用語集』 で は,r基 本語 六千」 の半数以

下 に過 ぎない。「体 の類」 は 『用語集』 が5,240語(86.1%),「 基 本 語六
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表10r用 語集』とr基 本語六干」との意味区分別語数の比較

用 語 集 基本語六千

L体 の 類 5,240(86,1) 4,526(65.8)

1 1抽 象的関係 789(13 0) 1,233〔17 9)

i1 2人 問活動の主体 823(13 5) 574(8 3)

1 3人 聞 活 動 1,904(31 3〉 1,505(21 9)

1 4生 産物 ・用具 882(14 5) 632(9 2)

1 5自 然物 ・自然現象 842(13 8) 582(8 5)

2.用 の 類 394(6 5) 1,174(17 1)

2 1抽 象的関係 30(0 5) 568(8 5)

2 3精 神 ・行為 314(5 2〉506(7 4)

」

2 5自 然 現 象 50(0 8〉 100(・1 4)

3.相 の 類 442〔7 3) 1μ1(14 8)

3 1抽 象的関係 28(0 5) 586(8 5)

3 3精 神 ・行 為 256(4 1) 336(4 9〉

3 5自 然 現 象 83(1 4) 99(1 4)

4,そ の 他 7(0.1) 159(2.3)

4、1接 続 詞 類 1(0.1) 53(0,8)

4,3陳 述副詞 ・感動詞6(0.1) 106(1.5)

計6,083(100,0) 6,880(100.0)

目千 』 カ§4,526語(65,8%)で シ 語数,比 率 とも1こカΣな りの違 ヤ、カヨあ る力ニテ

それぞれが全体で最 も大 きな割合 を占めてい るこ とに違 いはない。

この 「体 の類」に属す るもの乞 そ の意味区分 ご との比率 の大 きい順 に

並 べると,次 の よ うになっている。

用 語 集1.3〉1.4>1.5>1.2>1.1

基 本 語六千1.3>1.1>1,4>1.5>1.2

《1.3人 間活 動 》が最 も多 いの は同 じで あるが,そ の比率 の差 は大 き

い。『用語集』 は31,3パ ー セ ン ト,「基本語六千」は21.9パ ー セ ン トであ
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る。 この 《1.3》 に は 『用語集』 の分 野 で語 数 の多い 〈1生 経済〉〈29.心

理 ・感 情〉〈30.思 考 ・言語〉な どの語彙 が多数含 まれ てい る。『用語集』

では次 に,《1,4生 産物 ・用具》が多 くな ってい る。これ らは,分 野別 に見

る と,〈1.食 物 〉〈2.衣 服>〈3、 住居>〈4.道 具>〈5.施 設 ・機関〉〈6.交 通〉

〈7.通 信 ・報 道>な どに収録 され てい る語彙 が多数 を占 めてい る。 また,

《1.1抽 象 的関係》に分類 され る語彙 が 『用語集 』では少 ないが,こ の分野

で 「時問」 「空 間」「量」 に関す る語彙 以外 で,『 用語集 』 に収録 され てい

るものは極端 に少 ない。抽象的 な意味 を表す語彙 を 『用語集 ヨに取 塑込 む

ことは今後 の課題 と言え る。

以上 に述 べ たよ うに,『 用語集 』 にお け る分 野別 語彙 の収録 の特色 は,

・r分 類語彙表』 に基づ く意味区分別 分布 の調 査結果 にも表れ ている。語彙

が名詞 に偏 っている こと,ま た漢語 が多数 を占める ことな ど・ 『用語集 』

の語彙 の収録 には特徴が認め られ る。 これ らが語彙習得 を目的 とす る教科

書 に付随す る特徴 で あるか,あ るいは選 定の偏 りによるものであるかにっ

いては,さ らに検討 の余地が ある。中 ・上級 学習者 が,専 門用語 の学習以

前 に必要 とす る語彙 の習得 に役立 つ教科 書 にしてい くためには,こ れ らの

問題点 を改善 し,さ らに検討 ・修 正 を重ねてい く必要 があるだろ う・

(1997.10)
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